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［凡 例］

１．配列は人名の50音順とし，それぞれの中では文献の発表年代順とした。

２．文献名の冒頭に，単行書には◎，雑誌には〇，パンフレットには◇を付した。

３．記載事項とその順序は，書名または誌名，著編者名，出版社（者），出版年月，掲載ページ，年

譜・目録のタイトル，作成者とした。ただし，雑誌の場合は誌名のあとに出版社（者）を（ ）に

いれて記載した。

上杉　捨彦（1918－1998）
◎レッド・パージ反対闘争資料－1950年法政大学　上杉捨彦先生還暦記念事業出版委員会　1981.10 巻頭　略

歴

◇最終講義「社会政策論」終章　1988.12.13 上杉捨彦教授経歴・業績

○経済志林（法政大学） 56（4） 1989.２　p371-380 上杉捨彦教授略年譜　業績目録

宇佐美誠次郎（1915-1997）
◎宇佐美誠次郎小論集　同刊行会　1976.3 後　p1-23 略歴および著作年譜

〇経済志林（法政大学） 52（3･4） 1985.3 p231-258 宇佐美誠次郎教授略年譜　業績目録

宇野　弘蔵（1899-1977）
◎マルクス経済学体系　宇野弘蔵先生還暦記念論文集　下巻　玉城肇，末永茂喜，鈴木鴻一郎編　岩波書店

1957.10 p575-586 宇野教授年譜・著作目録　鈴木鴻一郎，戸原四郎

〇社会科学研究（東京大学) 9（4･5） 1958.2 p209-213 宇野教授年譜・主要著作目録

〇社会労働研究（法政大学) 14（4） 1968.3 p182-187 宇野弘蔵教授略年譜・主要著作目録　桜井毅ほか

◎マルクス経済学の研究　下巻　鈴木鴻一郎編　東京大学出版会　1968.10 p525-541 宇野弘蔵先生年譜・著

作目録

◎宇野弘蔵をどうとらえるか　清水正徳ほか著　芳賀書店　1972.11 p374-376 宇野弘蔵年譜・著作目録

◎宇野弘蔵著作集　別巻　岩波書店　1974.8 p555-574 宇野弘蔵年譜・著作目録

◎宇野弘蔵－著作と思想　大内秀明，鎌倉孝夫，林健久，佐伯尚美著　有斐閣　1979.４　（有斐閣新書）

p219-220 宇野弘蔵主要著作

◎宇野［弘蔵］経済学関係文献目録　東京大学社会科学研究所特定研究「戦後日本の社会科学」研究組織

1981.３　31p

◎宇野弘蔵の世界　清水正徳，降旗節雄編　有斐閣　1983.8 p371-378 宇野弘蔵年譜，宇野弘蔵主要著作一覧

大内　兵衞（1888-1980）
◎現代知性全集　６　大内兵衞集　日本書房　1959.５　p287-295 年譜

◎経済学50年　大内兵衞著　東京大学出版会　1967.７　p503-522 年譜　*1960年10月初版

◎白雲幽石　大内兵衞著　毎日新聞社　1973.４　p279-292 著者略年譜

◎大内兵衞著作集　12 有沢廣巳ほか編　岩波書店　1975.11 p713-776 年譜・著作目録

〇法政（法政大学) 7（5） 1980.６　p40-45 私録大内先生年譜抄　宇佐美誠次郎

文献目録

旧所員・嘱託等の年譜・著作目録リスト



大島　　清（1913-1983）
〇経済志林（法政大学) 50（3･4） 1983.３　p234-271 大島清教授業績目録

◎人生は旅　人は旅人－大島清追憶文集　大島卓編　1985.５　p339-350 略年譜・主要著作

◇大島清告別式（於　安養寺) 1984.５.18 大島清略年譜，主要著作

大林　宗嗣（1884-1944）
〇研究紀要（日本福祉大学) 62 1984.12 p104-126 大林宗嗣年譜・主要著作目録　永岡正巳

小河滋次郎（1863-1925）
◎小河滋次郎集　土井洋一，遠藤興一編・解説　鳳書院　1980.６（社会福祉古典叢書２） p403-417 小河滋

次郎年譜・主要著作目録・関係文献

河上　　肇（1879-1946）
◎自叙伝　河上肇著　第４巻　世界評論社　1948.３　p321-369 河上肇著作目録　静田均，堀江英一編

◎河上肇の歌と生涯　松本仁著　平書房　1949.７　p319-322 年譜

◎河上肇博士文獻志　天野敬太郎編著　日本評論新社　1956.３　p1-183 著作目録

◎河上肇　古田光著　東京大学出版会　1959.2（近代日本の思想家９） p243 略年譜　p256-260 主要参考

文献

◎河上肇　住谷悦治著　吉川弘文館　1962.２（人物叢書85） p317-339 略年譜・主要参考文献目録

◎河上肇博士文獻　補遺　天野敬太郎編　東京河上会　1962.３　24p *未定稿，謄写版

◎河上肇　大内兵衞編　筑摩書房　1964.２（現代日本思想体系19） p438-440 年譜

◎河上肇著作集　第２巻　筑摩書房　1964.８　p335-453 河上肇著作目録（経済学の部） 天野敬太郎

◎河上肇著作集　第９巻　筑摩書房　1964.12 p443-494 河上肇著作目録（随想の部） 天野敬太郎

◎河上肇の人間像　天野敬太郎，野口努編　図書新聞社　1968.６　p274-282 年譜　内田丈夫　p283-330著作

目録　天野敬太郎

◎第二貧乏物語　河上肇著　角川書店　改定初版　1968.９　p280-294 河上肇年譜　天野敬太郎

◎東京河上会会報 26-27 1971.5-10 p10,p12-13; p20-26 河上肇年譜について（1-2） 天野敬太郎

◎現代日本文学体系　22 筑摩書房　1972.２　p444-445 河上肇年譜　p448-450 著作目録　佐藤　勝

◎河上肇文庫目録　天野敬太郎監修　京都府立総合資料館　1974.12 78p （収集資料月報　別冊18号）

◎河上肇博士文献志（1965-1973秋） 天野敬太郎編（東京河上会会報号外） 1974.2 26p

◎明治文学全集　78 筑摩書房　1976.8 p443-444 河上肇年譜　佐藤能丸・阿部常久

◎社会問題研究（河上肇編） 別巻「社会問題研究」復刻刊行委員会編　社会思想社　1976.9 p124-143 河上

肇略年譜　内田丈夫

◎河上肇　古田光著　東京大学出版会　1976.11 p243-260 河上肇略年譜・主要参考文献

◎近代日本思想体系　18 河上肇集　内田義彦編　筑摩書房　1977.３　p564-571 年譜

◎明治大正農政経済名著集　６　河上肇著　近藤康男編　農山漁村文化協会　1977.５　p23-33 河上肇年表

石渡貞雄

◎河上肇文庫目録　京都大学経済学部編　1979.3 158p

◎河上肇生誕百年祭御案内　河上肇記念会・東京河上会編　河上肇生誕百年祭推進本部　1979.9 p5-26 河上

肇展出品目録（年表併記）

◎河上肇－学問と詩　杉原四郎，一海知義著　新評論　1979.10 p302-320 参考文献・河上肇年譜

◎アルバム評伝－河上肇　西川勉編　新評論　1980.８　p110-113 河上肇年譜

◎不屈のマルクス主義者－河上肇　井上清編著　現代評論社　1980.9 p184-191 河上肇略年譜

◎河上肇－人と思想　山田洸著　清水書院　1980.９　p207-214 河上肇年譜

◎河上肇『自叙伝』の世界　塩田庄兵衛編　法律文化社　1984.11 後２p 河上肇略年譜

◎河上肇　住谷一彦編　中央公論社　1984.12 p524-527 年譜

◎河上肇全集　別巻　岩波書店　1986.5 p115-265 著作年表・年譜
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河田　嗣郎（1883-1942）
〇経済学雑誌（大阪市立大学) 11（6） 1942.12 後p1-14 略歴・著作年譜　四宮恭二，小松幸雄　*河田前

学長追悼論文集

河西太一郎（1895-1986）
〇立教経済学研究　13（4） 1960.２　p805-807 河西太一郎先生著書　*河西太一郎先生在職35年記念論文集

北沢新次郎（1887-1980）
〇収書月報（東京経済大学) 3（3） 1956.6 p3-9 北沢新次郎略歴・著述目録

〇早稲田商学　129 1957.７　p376-379 北沢新次郎先生著作目録　永山武夫

◎歴史の歯車－回想80年　北沢新次郎著　青木書店　1969.６　p248-272 北沢新次郎年譜・著作目録

櫛田　民蔵（1885-1934）
〇｢月刊大原社会問題研究所雑誌｣ 1（6） 1934.12 p81-89 櫛田民蔵氏著作目録　*巻頭に略歴あり

◎櫛田民蔵全集　第５巻　改造社　1935.７　p495-510 略歴・著作目録

◎櫛田民蔵全集　第５巻　社会主義協会出版局　1981.５　p457-473 略歴および著作目録

◎櫛田民蔵・日記と書簡　櫛田民蔵著　社会主義協会出版局　1984.12 p817-837 櫛田民蔵年譜　櫛田克巳

◎何事かを為せ，為さざるべからず　櫛田民蔵・評伝－生誕百年を迎えて　大村哲也編　いわき市社会問題研

究会　1985.６　p96-105 櫛田民蔵年譜

久留間鮫造（1893-1982）
◎経済学の諸問題　森戸辰男，大内兵衛編　法政大学出版局　1957.12 p385-389 久留間鮫造先生著作目録

大島清，永田利雄　*久留間鮫造教授還暦記念論文集

◇追悼　久留間鮫造先生（於　学士会館） 1982.11.９　久留間鮫造先生年譜

〇研究資料月報（大原社研） 294 1983.３　p44-50 久留間鮫造先生著作目録　是枝洋

〇マルクス経済学レキシコンの栞（大月書店） 13 1984.４　p13-16 久留間鮫造先生略年譜

権田保之助（1887-1951）
◎権田保之助著作集　第４巻　文和書房　1975.６　p453-470 著書・著作一覧，略歴

〇権田保之助研究（日本人と娯楽研究会) 創刊号　1982.11 p52-59 権田保之助略年譜

鈴木鴻一郎（1910-1983）
〇帝京経済学研究　17（1） 1984.３　p11-12 鈴木鴻一郎先生略年譜・主要著書編書

高田　慎吾（1880-1927）
◎児童問題研究　高田慎吾著　大原社会問題研究所　1928.７　p353-360 故高田慎吾君著作文献・略歴

◎社会福祉古典叢書　６　吉田久一編・解説　鳳書院　1982.３　p558-560 故高田慎吾君著作文献・略歴

◎日本児童問題文献選集　５　児童問題研究　高田慎吾著　児童問題史研究会監修　日本図書センター　1983.

６　p355-357, 後p１-16 故高田慎吾君著作文献・略歴

高野岩三郎（1871-1949）
〇資料室報（大原社研） 49 1959.９　p1-17 高野岩三郎先生著作目録・略年譜

◎かっぱの屁　高野岩三郎著　鈴木鴻一郎編　法政大学出版局　1961.４　p380-397 高野岩三郎先生略年譜お

よび著作目録　鈴木鴻一郎編

〇資料室報　95 1964.１　p1-36 高野岩三郎単行本　大島清，永田利雄

◎高野岩三郎伝　大島清著　大内兵衛，森戸辰男，久留間鮫造監修　岩波書店　1968.３　p443-475, p479-497

年譜・著作目録・主要参考文献
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田沼　　肇（1926- ）
◎田沼肇執筆目録　田沼肇・田沼明子共編　草土文化　1987.12 p78

○社会労働研究（法政大学） 40（1/2） 1993.７　p24-27 田沼肇教授年譜・著作目録

◇田沼肇教授退職記念歓送会　1993.３.９　田沼肇教授略歴・主たる著作・その他の研究業績

◎私のなかの平和と人権　田沼肇　草の根出版会　1995.５　p213 著者略歴

暉峻　義等（1889-1966）
◎日本の労働科学　石川知福等編　南山堂　1950.７　p413-427 暉峻義等博士略歴並に主要著作目録　*暉峻義

等博士還暦祝賀記念出版

◎暉峻義等博士と労働科学　労働科学研究所内博士追悼出版刊行会　1967.12 p289-327 暉峻義等博士略歴な

らびに著作目録

戸田　貞三（1887-1955）
◎戸田貞三博士還暦祝賀記念論文集　現代社会学の諸問題　東京大学社会学会　弘文堂　1949.２　p547-552

戸田貞三博士学歴・論著

中林賢二郎（1919-1986）
◎追憶　中林賢二郎　追悼文集刊行委員会編　中林倭子　労働旬報社制作　1987.２　後p１-18 中林賢二郎年

譜・著作目録　浅見和彦

〇賃金と社会保障（労働旬報社） 932 1986.2下旬　p59 故中林賢二郎先生略歴・主要著作

〇社会労働研究（法政大学） 33（1） 1987.１　p11-41 故中林賢二郎教授年譜・著作目録

二村　一夫（1934- ）
○大原社会問題研究所雑誌　484 1999.３　p61-68 二村一夫年譜・著作目録

長谷川如是閑（1875-1969）
◎如是閑八旬荘対談　福鎌達夫編　総合図書　1967.６　後p１-６　長谷川如是閑著作目録

〇レファレンス・サービス月報（慶応大学図書館） 6（9）, 7（2-3） 1968.2-6 p11-14; p9-14; p14-18

長谷川如是閑論文リスト戦後の部，戦前の部（1-2）

◎ある心の自叙伝　長谷川如是閑著　筑摩書房　1968.11 p325-336 著作目録・年譜

◎日本現代文学全集　107 講談社　1969.７　p432-433 長谷川如是閑年譜　紅野敏郎

◎日本古書通信　日本古書通信社　35（1） 1970.１　p12-13 長谷川如是閑著書目録

〇全線　全線社　11（12） 1970.12 p24-25 文豪・長谷川如是閑追悼略年譜

◎長谷川如是閑「国家思想」の研究　池田元著　雄山閣出版　1981.6 p395-437 如是閑年譜・如是閑著作・参

考文献

◎長谷川如是閑　山領健二編　日外アソシエーツ　1984.5 188p （人物書誌体系６）

◎長谷川如是閑―人・時代・思想と著作目録　長谷川如是閑著作目録編集委員会編　中央大学出版部　1985.11

後 p４-110 略年譜・著作目録

林　　　要（1894-1991）
〇経済系（関東学院大学) 120 1979.６　p162 林要教授の学歴および職歴，学会ならびに社会における諸活

動，主要著書および訳書目録

舟橋　尚道（1925-1998）
○法学志林（法政大学）93（4） 1996.３　p159-176 舟橋尚道教授略歴　著作目録

松川　七郎（1906-1980）
〇統計学（経済統計研究会) 40 1981.３　p76-81 松川七郎先生著作目録
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文献目録

水谷長三郎（1897-1960）
◎水谷長三郎伝　水谷長三郎伝刊行会　1963.３　*本文上部に略年譜あり。

三宅　晴暉（1896-1966）
◎三宅晴暉の足跡　三宅千里・鴻編・発行　1968.９　p266-270 三宅晴暉主要著作目録・略年譜

森戸　辰男（1888-1984）
〇労働（日本労働運動史研究会内　森戸辰男先生を偲ぶ会） 1984-９臨時号　p６-11 森戸辰男先生年譜・関

係論文・著訳書

山名　義鶴（1891-1967）
◎山名義鶴の記録　山名義鶴の記録刊行会　1968.９　p167-185 山名義鶴略年譜

山村　　喬（1895-1974）
〇経済志林　34（2･3） 1966.７　p224-230 山村喬教授著作目録

笠　信太郎（1900-1967）
◎知識と知恵，その他　笠信太郎著　文藝春秋　1968.２　後１p 著書目録

◎笠信太郎全集　第６巻　朝日新聞社　1969.５　p605-648 笠信太郎年譜

◎回想　笠信太郎著　朝日新聞社　1969.７　p499-502 略年譜

（田沼明子・遊座圭子）

大原社研及び所蔵文献・資料に関する文献目録

〔凡　　例〕

構　成 Ⅰ　研究所について

１．単行書・パンフレット

２．新聞・雑誌

３．「資料室報」「研究資料月報」「大原社会問題研究所雑誌」

（以下「研究所雑誌」とする。）

Ⅱ　所蔵資料について

１．単行書・パンフレット

２．新聞・雑誌

３．「研究所雑誌」

Ⅲ　大原社研作成所蔵文献目録

１．単行書・パンフレット

２．「研究所雑誌」掲載

記載事項 単行書・パンフレットは，題名，（執筆者），書名，著編者，

出版社（者），出版年月，掲載ペ－ジ，注記の順。雑誌は記事名，

（執筆者），誌名，巻号，発行所，出版年月　掲載ペ－ジ，注記の順。

ただし「研究所雑誌」はその誌名を省略した。
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新聞は記事名，（執筆者），紙名，発行年月日，注記の順とし，夕刊

についてはそれを表記した。

配　列 各項目毎に発表年月順とした。

Ⅰ　研究所について

１　単行書・パンフレット
１）大原社会問題研究所栞（パンフレット） 〔1920〕 19p

２）『大原社会問題研究所三十年史』大原社会問題研究所　1954.４　188p

３）大原社会問題研究所　『かっぱの屁－高野岩三郎遺稿集』 鈴木鴻一郎編　法政大学出版局　1961.４

p166-170 ＊『社会科学大辞典』1930.５　所収

４）大原社研のころ（大島清ほか）；大原社研入所のころ（大内兵衞） 『回想　笠信太郎』江幡清編　笠信

太郎追悼集刊行会　1968.11 p61-93；　p305-310 ＊1969.７刊　『回想　笠信太郎』（朝日新聞社）にも

所収

５）大原社会問題研究所の50年（大島清） 『「社会運動の半世紀」展』 法政大学大原社会問題研究所

1969.５　p［1-2］＊展示会カタログ

６）大原社会問題研究所の50年（大島清） 『日本労働運動の歴史と課題』 （労働運動史研究50号）労働運

動史研究会編集　労働旬報社　1969.６　p216-220

７）大原社会問題研究所の概要（パンフレット）大原社会問題研究所　1969.８　12p

８）大原研究所　『資本論五十年』 宇野弘蔵著　法政大学出版局　1970.２　p158

９）『大原社会問題研究所五十年史』法政大学大原社会問題研究所　1970.11 216p

10）大原社会問題研究所炎上記　『白雲幽石』 大内兵衞著　毎日新聞社　1973.４　p36-47

11）大原社会問題研究所の発想と当面した現実の問題;大原社会問題研究所の遺産をどう考えるか『敬堂の夢と

現実』 森戸辰男著　p６-８; p15-16 ＊敬堂（大原孫三郎）33周忌記念講演（1945.７.28開催）記録

12）大原社会問題研究所　『社会科学としての統計学－日本における成果と展望』 経済統計研究会編　産業

統計研究社　1976.８　p386 ＊「統計学」第30号創刊20年記念号

13）大原社研の誕生;ドイツ留学;大原社研における私の研究『還暦八十年』 森戸辰男著　日本経済新聞社

1976.10 p38-56

14）安住の地，大原社研;最良の日々;長男の誕生;夫の急逝　『たくさんの足音－その１つが歩んだ道』 櫛田

ふき著　草土文化　1978.９　p45-54; p60-63

15）大原社会問題研究所の経営;大原社会問題研究所炎上す　『高野岩三郎伝』大島清著　大内兵衛，森戸辰男，

久留間鮫造監修　岩波書店　1979.２　p201-341; p377-384

16）大原社会問題研究所の設立　『大原総一郎年譜』 資料編　クラレ　1980.７　p５

17）大原社会問題研究所　『大原孫三郎父子と原燈治』 犬飼亀三郎著　倉敷新聞社　1983.９　p61-67

18）大原社研を支えた大黒柱（大内兵衞）;櫛田民蔵君との洋行（久留間鮫蔵）;森戸事件と大原社研の誕生（大

島清『櫛田民蔵の人と学問』抜粋） 『何事かを為せ。為さざるべからず－櫛田民蔵・評伝　生誕百年を

迎えて』 大村哲也編　いわき市社会問題研究会　1985.６　p11-12; p19-22; p99 ＊その他,新聞記事,写

真なども掲載

19）『ロマン三代記』石島忠著　芸林書房　1990.３

20）多摩移転前後の大原社会問題研究所　『法政大学多摩キャンパス10年史』 法政大 1995.８

21）大原社会問題研究所図書室の図書整理作業（石井敬三）『転換期における図書館の課題と歴史』 緑蔭書房

1995.９

２　新聞・雑誌
１）大原社会問題・救済事業研究所の設立　「救済研究」（救済事業研究会） ７巻２号　（1919.２）p97-98

２）大原研究所の改名　「救済研究」（救済事業研究会） ７巻７号（1919.７） p104

３）大原社会問題研究所　「救済研究」（救済事業研究会） ８巻２号（1920.２） p82

４）大原研究所開所式　「日本労働新聞」 38号　1920.８.１

５）社会問題研究読書会「救済研究」（救済事業研究会） ８巻９号（1920.９） p85
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６）社会問題図書館公開「救済事業研究会」 ８巻10号（1920.10）p83

７）大原社会問題研究所の革新「大阪朝日新聞」 1922.12.23

８）大原社会問題研究所　組織変更と三博士　「大阪朝日新聞」 1922.12,26

９）真面目な研究者に公開する大原社会問題研究所の書庫　「大阪朝日新聞」1924.４.11

10）社会ファシズムの大本山と化した大原社会問題研究所（郷登之助）「人物評論」１年１号（1933.７）

11）大原社会問題研究所（久留間鮫造） 「読書展望」（日本自由出版協会） ２巻４号　（1947.５）p19-21

12）高野岩三郎先生追憶会の記　「経済志林」（法政大学）19巻２号（1951.4）p93-97

13）地下に泣く大原孫三郎氏－大原社会問題研究所「毎日情報」（毎日新聞社）６巻７号　（1951.７）p99-100

＊“文化国家の貧乏研究所の一部”

14）学究生活の思い出－大原社研とともに（久留間鮫造） 「思想」（岩波書店） 349-350号（1953.７-８）

p80-89; p63-71

15）あの頃のこと－大原社会問題研究所炎上記（大内兵衞） 「世界」（岩波書店） 92号（1953.８）p95-102

16）研究所めぐり－輝かしい過去の栄光　「西日本新聞」 1959.５.27

17）研究所めぐり－貴重な労働運動の資料　「新潟日報」 1959.６.16

18）人文科学の表玄関－輝かしい過去の栄光　「北海道新聞」1959.７.３

19）研究所めぐり－大阪天王寺でうぶ声　「週刊労働ニュ－ス」 40号（1960.５.16）

20）社会科学のメッカ大原社研（大内兵衞） 「ともしび」（岡山県統計協会） 89号　（1961.1）p4-6 ＊

“偉大なる財界人大原孫三郎”の一部

21）大原社会問題研究所の歩んだ45年の道（大島清） 「毎日新聞」 1964.12.7夕刊

22）大原社研と私－創立45周年を迎えて（久留間鮫造） 「エコノミスト」（毎日新聞社）42巻53号

（1964.12.22） p68-69

23)世界に誇る労働運動資料－大原社研について（中林賢二郎）「ぜんほうせい」 （法政大学教職員組合）１

号　（1966.12.12）

24）法政大学の研究体制の整備のために大原社研に閲覧室の設置を「教員支部ニュース」 （法大教職組教員

支部委員会）』 ８（1967.４.27）

25）『社会運動の半世紀』展をみて（宮川寅雄） 「朝日新聞」 1969.５.26

26）大原社会問題研の50年（大島清） 「朝日新聞」 1969.４.４

27）大原社会問題研究所　「粘土版」（大学図書館問題研究会法政大学図書館班）２号　（1972.９）p31

28）大原社研の業績と営為をみる（神明十郎）「図書新聞」1974.６.15

29）法政大学社会労働問題研究センターの発足（大島清）「毎日新聞」1974.11.５夕刊

30）社会労働問題研究センターについて（大島清）「法政大学新聞」1974.11.15

31）社会労働問題研究センター開設にあたって（中村哲）「朝日新聞」1974.11.22

32）法大社会労働問題研究センターが新発足「京都新聞」1974.12.23

33）高野岩三郎・櫛田民蔵追悼会「朝日新聞」1975.4.10夕刊

34）研究所紹介　大原社会問題研究所，社会労働問題研究センター（二村一夫）「法政」（法政大学）３巻３号

（1976.４）p21-23

35）法政大学大原社会問題研究所「朝日新聞」ふみくら 1978.10.15

36）『資本論』初版本などを展示「日本印刷新聞」1979.11.７

37）〈座談会〉法政大学大原社会問題研究所の「秘蔵貴重書・書簡特別展示」の意義　「週刊読書人」

1979.11.12

38）『資本論』初版など百点－貴重書籍や書簡展示「山陽新聞」1979.11.16

39）大原社会問題研究所創立60周年記念秘蔵貴重書・書簡特別展示会のこと（二村一夫） 「法政」（法政大学）

６巻10号（1979.12）p24-27

40）人間・久留間鮫造（大島清）「法政」（法政大学）10巻１号（1983.１）p10-14

41）社会労働問題関係資料の宝庫，法政大学大原社会問題研究所（大野喜実） 「ウィークリ－出版情報」（日

販）No.159（1985.６.１）p３

42）法政大学大原社会問題研究所（二村一夫）「日本歴史」（吉川弘文館）501号　（1990.２）

43）法政大学大原社会問題研究所における資料保存について（若杉隆志） 「ネットワーク資料保存」（日本図

書館協会）30号（1991.８）
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44）大原社会問題研究所と社会運動史資料の復刻（座談会）「法政」18巻８号（1991.10）

45）欧州図書収集物語（石井敬三）「大阪府立大学附属図書館」29号（1992.３）

46）大切なのは“救貧”ではなく“防貧”ではある（特集　大原孫三郎パトロン哲学） 「サライ」５巻７号

（1993.４.１）

47）Mitteilungen des Forderkreises.Archive und Bibliotheken zur Geschichte der Arbeiterbewegung, Juni  1994,

Nummer 6

48）社会に仕えた企業家―大原孫三郎のこと―（嶺　学）『中小企業と組合』 1994年７月号　593

49）法政大学大原社会問題研究所を視察して（藤井　透）「総合研究所報」No.９（仏教大学） 1995.11

50）大原社会問題研究所パンフレット　労研図書館　近・現代史資料めぐり（野沢浩） 「労働の科学」51巻

４・５号（1996）

51）戦前・戦後資料復刻の現場から（五十嵐仁・吉田健二）「図書館雑誌」 1996.８

52）大原孫三郎･高野岩三郎･河上肇ー大原社会問題研究所をめぐる思想に関する小論　（和田強）「経済と経済

学」（東京都立大学） 82（1997.２）

３　「研究所雑誌」
１）45年間の思い出（久留間鮫造）：大原研究所創立の頃（森戸辰男）No.108（1965.４） p1-12；p27-39 ＊

研究所創立45周年記念特集

２）大原社研について（久留間鮫造） 116（1966.１）p3-6 ＊太平洋戦争下の労働者状態・労働運動を回顧す

る会での挨拶

３）社会運動の半世紀と大原研究所（大島清）；私と大原研究所（美濃部亮吉）；世界の中の日本（大内兵衞）

153（1969.８）p4-12；p13-20；p21-30 ＊大原社会問題研究所創立50周年記念講演会特別号

４）大原社会問題研究所物故関係者名簿　No.253（1979.３）p13-16

５）秘蔵貴重書・書簡特別展示会のこと（二村一夫）；〈座談会〉秘蔵貴重書・書簡特別展の意義（宇佐美誠

次郎，松川七郎，良知力，二村一夫） No.262（1980.1）p16-17；p17-22 ＊法政大学創立100周年・大原

研究所創立60周年記念，「週刊読書人」1979.11,12号に掲載されたもの

６）60 Year of The Ohara Insutitute for Social Research(Kazuo Nimura) No.264（1980.4） p1-21

７）大原社会問題研究所史料集　史料１　創立当初の諸文書;史料２　同人社問題・『雑誌』 編集等に関する

資料;史料３　東京移転に関する資料;〈解説〉大原社会問題研究所史料の編集に当って（大島清） 304

（1984.２） p1-63

８）大原社会問題研究所移転・開所記念見学会と記念レセプション　332（1986.７）

９）70年こぼれ話１～８（二村一夫） No.355（1988.6）～No.372（1989.11）

10）〈特集〉大原社会問題研究所の歴史と現状　No.363/364（1989.2/3）

11）大原社会問題研究所を創った人びと（二村一夫） No.426（1994.5）

12）大原社会問題研究所創立前史の記録（高橋彦博） No.492（1999.11）

Ⅱ　所蔵資料について

１　単行書・パンフレット
１）大原社会問題研究所とその蔵書（パンフレット） 久留間鮫造　大原社会問題研究所　1949 10p

２）大原研究所所蔵の『資本論』初版本とその周辺『学問の50年』宇佐美誠次郎著　新日本出版社　1985.９

p115-157

２．新聞・雑誌
１）大原研究所の稀覯書（久留間鮫造） 「部報」（法政大学・通教）43号（1951.12） p10-11

２）半生かけた図書蒐集（久留間鮫造） 「法政」（法政大学）３巻９号（1954.９）p11-13

３）農民闘争と運動資料（大原勇三） 「朝日新聞」（朝日新聞社）1971.6.29 夕刊

４）「松川事件に関する資料目録」作成　「毎日新聞」1972.２.12夕刊

５）高野岩三郎文庫（斎藤泰明） 「法政」（法政大学）４巻３号（1977.４） p25-30

６）社会・労働関係資料　戦前編（早川征一郎） 「法政」（法政大学）４巻４号　（1977.５） p22-26
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７）社会・労働関係資料　戦後編（早川征一郎） 「法政」（法政大学）４巻５号　（1977.６） p24-27

８）社会・労働関係資料　洋書の貴重本一斑（宇佐美誠次郎） 「法政」（法政大学）４巻７号（1977.９）

p22-25

９）第一回普選のポスタ－から（高橋彦博） 「法政」（法政大学）７巻５号（1980.６）p46-55

10）法政大学大原社会問題研究所所蔵の埼玉関係資料について（渡辺悦次） 「埼玉県史研究」（埼玉県）３号

（1979.2）

11）文庫・文学館を歩く　大原社会問題研究所（小田切進） 「東京新聞」1980.10.６

12）５万冊の蔵書を法大に寄贈　「東京新聞」1985.５.26 ＊向坂文庫について

13）片山潜回想録新発見　「平和と社会主義」1986.５.21

14）「向坂文庫」ひらかる　「旬刊社会通信」（社会通信社）302号（1986.６.21） p３-５

15）日本の運動の歴史にとって貴重な「向坂蔵書」，二村一夫所長にインタビュー「青年の声」1986.６.23

16）大原社研・向坂文庫見学会開かる;たむけぐさ－蔵書のこと（向坂ゆき） 「社会主義」（社会主義協会）

256号（1986.7） p123; p124-132

17）「向坂文庫」見学余談（小林晃） 「青年の声」 1986.７.７

18）向坂先生のご本（近江谷左馬之介） 「社会主義」（社会主義協会）264号（1987.２） p79-83

19）『向坂逸郎文庫目録』第一冊の出版（川口武彦） 「社会主義」（社会主義協会） 348号（1993.２)

20）「向坂文庫」について（二村一夫） 「法政」（法政大学）404号（1990.3）

21）法政大学大原社研所蔵の裁判記録について（二村一夫） 「自由と正義」（日本弁護士連合会）41巻８号

（1990.8）同じ号の座談会「海野普吉弁護士の事件記録の保存と公開」に二村一夫出席

22）大原社会問題研究所の現物資料について（谷口朗子） 「法政」（法政大学）22巻１号　1995年１月20日発

行（p26-29）

23）賢兄愚弟――大原社研の昔と今（二村一夫） 「法政」（法政大学）16巻１号（1989.１）

24）横尾明くんの「大原社研」探訪　「法政」臨時増刊397号（1989.7）

25）いまなぜ「戦後社会運動資料」の刊行か（吉田健二） 「新労働通信」（1992.３）

26）法政大学大原社会問題研究所の現況―二村一夫所長に聞く　「歴史評論」495号（1991.７）

27）法政大学大原社会問題研究所－文庫・研究所シリーズ（山本なほ子）「大学の図書館」 14-2（1995.２）

28）「新収社会・労働関係図書目録」のこと（若杉隆志）「Ｔｏｋｙｏ支部報」（大学図書館問題研究会東京支部）

168号（1995.３）

29）学宝探訪－『第１回普通選挙』などのポスター（五十嵐仁） 「法政」481号（1996.9）

30）学宝探訪－高野房太郎と明治労働運動資料（二村一夫） 「法政」486号（1997.3）
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１）大原社研所蔵のプロレタリア文学関係文献の充実した内容について（小田切秀雄） 91（1963.９） p14-

16

２）大原社会問題研究所所蔵の戦前資料について（二村一夫） No.123（1966.９） p1-19

３）所蔵図書資料の紹介〈特集〉大原社会問題研究所とその蔵書（久留間鮫造）;ズュ－スミルヒ「神の秩序」

初版本の復刻（有沢廣巳）;大原社研所蔵のヨ－ロッパ関係図書資　料について（良知力）；大原社研蔵の

プロレタリア文学関係文献の充実した内容について（小田切秀雄）；戦後労働関係資料の蒐集整理状況に

ついて（石島忠）；〈訪問記〉法　政大学大原社会問題研究所資料室（内山和） No.129（1967.４） p

１-９; p９-11 p11-20; p21-22; p42-48; p48-50

４）〈座談会〉戦後の大原社会問題研究所と労働年鑑（上杉捨彦，田沼肇，中林賢二郎ほか　司会　舟橋尚道）

No.200（1974.1） p1-28

５）大原研究所所蔵の『資本論』初版本とク－ゲルマン文庫，ハースバッハ文庫など（上・下）（宇佐美誠次郎）

No.204-206（1974.6-8） p１-14; p1-23

６）大原社研所蔵『東芝労連資料』について（山本潔） No.212（1957.3） p１-11

７）社会・労働関係資料　戦前の部（早川征一郎） No.236（1977.7） p１-18 ＊付；中央労働学院（旧協

調会）より受入原資料一覧
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８）社会・労働関係資料　戦後の部（早川征一郎）;高野岩三郎文庫について（斎藤泰明）;社会労働関係資料洋

書の貴重本一斑（宇佐美誠次郎） No.238（1977.9) p1-5;p6-12;p13-16

９）「全造船三菱資料」について　No.296(1983.5) p1-16

10）所蔵図書・資料〈特集〉大原社会問題研究所の歴史と現状　No.363/364（1989.2/3)

Ⅲ　大原社研作成所蔵文献目録

１　単行書・パンフレット
１）資料室備付定期刊行物一覧　昭和9-11年調　1934-35 １冊　＊ガリ版刷小冊子３冊を合本

２）A Catalogue of selected pubulications and manuscripts in The Ohara Institute for Social Research 1960.9 74p

３）法政大学大原社会問題研究所刊行物および雑誌論文総目録（1920-1964）1964.12 38p

４）法政大学大原社会問題研究所所蔵文献目録（戦前の部） 1969.２　299p

５）松川裁判と松川運動に関する資料目録　1971.12 107p

６）高瀬文庫目録　1982.９　61p

７）及川朝雄氏旧蔵図書資料目録　1985.９　36p

８）国労裁判資料目録　1990.４　52p

９）向坂逸郎文庫目録　Ⅰ　日本語図書分類順　1992.３　476p

同　　　　　　Ⅱ　日本語図書索引　1993.３　385p

同　　　　　　Ⅲ　外国語図書編　1994.３　419p

同　　　　　　Ⅳ　逐次刊行物　1995.10 154p

10）中林賢二郎文庫目録　1993.３　86,22p （コピー製本）

11）東城文庫目録　1994.10 41p （コピー製本）

12）大原社会問題研究所新着図書目録　1979.6- ＊月一回発行

２．「研究所雑誌」掲載
１）所蔵農民運動史資料目録（第二部） No.81-84(1962.9-12) p19-26 ;p22-28; p16-27;p22-32

２）プロレタリア文学関係所蔵文献目録　No.91,93-94(1963.9-12) p17-26; 21-29;p13-19

３）大原社研蔵　労働争議・小作争議・治維法関係等裁判記録目録　』No.113（1965.10）p19-31

４）所蔵定期刊行物目録　No.127,131-132,136(1967.2-12) p31-82; p19-36; p25-58;p35-59

５）労働組合史,労働争議,闘争記録所蔵目録　No.219-220,225,233,243,255,283,295,318,）332（1975.11-1986.7）

p21-49; 14-17; p15-40; p14-25; p33-39;p35-43; p12-21; p55-65;p39-44

６）「東芝労連印刷」目録および解題　No.223（1976.4）p1-55

７）労働組合機関紙・誌所蔵目録－戦後篇　No.228-230（1976.10-12）p17-33; p11-35，p21-34

８）労働組合機関紙・誌所蔵目録－戦前篇　No.235（1977.6）p22-40

９）高野岩三郎文庫目録　No.239-240（1977.11-12）p15-63;p16-39

10）「全造船三菱資料」目録　No.296-297（1983.5-6）p17-45; p21-45 （若杉隆志）

大原社会問題研究所刊行物目録

この目録は，1989年以降に発行された刊行物の目録である。記載順は年鑑，叢書，単行書，雑誌

とし，その中は発行年順に配列した。個々の記述は書名，編著者，発行者，出版年の順。紙数の都

合上，同じ書名は一括して記入し，法政大学大原社会問題研究所は大原社研と略記した。1989年以

前の刊行物については『大原社会問題研究所五十年史』および，「大原社会問題研究所雑誌」363･

364合併号掲載の目録を参照。
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１　『日本労働年鑑』 第59～69集　1990～1999年版　労働旬報社　1989.6～1999.6

＊発行元の労働旬報社は68集より旬報社と改称

２　叢書・シリーズ
a 日本社会運動史料

『政治批判』d～f 大原社研編　法政大学出版局　1988.11～1990.３

『農民運動』a～f 大原社研編　法政大学出版局　1989.2～1992.３
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『労働農民党』h 大原社研編　法政大学出版局　1995.３
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『民報／東京民報』全７巻・別巻　大原社研編　法政大学出版局　1991.６～1993.６

『社会思潮』全８巻　大原社研編　法政大学出版局　1991.10

社会主義政治経済研究所機関誌『社会主義』 大原社研編　法政大学出版局　1993.５

『政治経済通信』 大原社研編　法政大学出版局　1995.７

d 法政大学大原社会問題研究所叢書

『《連合時代》の労働運動―再編の道程と新展開』 大原社研編　総合労働研究所　1992.３

『労働の人間化の新展開―非人間的労働からの脱却』 大原社研編　総合労働研究所　1993.３

『国・地方自治体の非常勤職員』 早川征一郎著　自治体研究社　1994.12
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『韓国労使関係の展開と現状』 大原社研編　総合労働研究所　1997.３

『国家公務員の昇進・キャリア形成』 早川征一郎著　日本評論社　1997.３

『現代の韓国労使関係』 大原社研編　御茶の水書房　1998.３

『政党政治と労働組合運動』 五十嵐仁著　御茶の水書房　1998.６

『社会運動と出版文化』 梅田俊英著　御茶の水書房　1998.12
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No.8.『高齢者の在宅ケアー一歩を進めるために　その４』 大原社研編刊　1998.11

３　単行書
『国労裁判資料目録』 1990.1 ＊コピー製本
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